日本アッセンブリー教団　教会教育部

紙芝居お話し

	聖　書
	出エジプト１３：１７－１５：２１

	タイトル
	海を裂く道

	教案日付
	２０１４年　５月２５日
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	イスラエルの民はエジプトを出て、神様がアブラハムに与えると約束されたカナンに向かいました。人間だけでも大人数でしたが、家畜も一緒に行きました。神様はイスラエルの民を近道ではなく、荒野を通る道に導かれました。
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	神様は昼はどこからでも見える縦長の雲、夜は明るく照らす火で、一緒にいることを現わしてくださいました。この雲で昼は暑過ぎないし、夜は火で寒さや野獣から守られました。神様が一緒だと道に迷うこともなく、安心です。
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	ところがパロ王様は、エジプト人がやりたがらないきつい仕事をしていたイスラエル人を去らしてはいけないと思って、たくさんの軍隊と戦車で追いかけてきました。
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	イスラエルの民は怖くなって、神様に助けてと叫びました。でもモーセに文句を言いました。「エジプトに墓がないから、荒野で死なせるのか」「荒野で死ぬよりエジプト人に仕えるほうがいい」
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	モーセは「恐れないで、神様の救いを見ましょう。神様があなたがたのために戦ってくださるから、静かにしましょう」とイスラエルの民を励ましました。
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	前は紅海、後ろはエジプト軍、どこにも逃げられません。雲が民の後ろに移動しました。神様がモーセにつえを上げて、手を海の上に差し伸べなさいと言われました。すると、海が真っ二つに分かれたのです。
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	神様が強い東風を送って、海を分けて道をつくられました。エジプト軍は雲で真っ暗になり、前に進めませんでした。その間にイスラエルの民は海の中を渡っていきました。
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	イスラエルの民が海を渡り終えると、後ろからエジプト軍が追いかけてきて、海を渡ろうとしました。モーセが手を海に差し伸べると、海は元に戻ったので、エジプト軍は海の中でおぼれてしまいました。こうしてイスラエルの民は助かりました。
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	神様は私たちをいつも導いてくださいます。心配せず神様を信じましょう。怖い時も、自分でどうしようもないことがあっても、神様が必ず助けてくださいます。神様助けて！と叫んで、神様に頼りましょう。



使用方法
· 教案ガイドのイラストをプリントアウトして、裏面にお話しを記載する
· 聖書を熟読し、教案ガイドの教師ノートを参照すること

